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ド
イ
ツ
民
主
共
和
固
に
お
り
る
経
済
護
展

-
|
第
一
次
五
ヶ
年
計
聾
を
中
心
と
す
る
1
l
l

金

鍾

碩

第
一
次
五
ヶ
年
計
壷
の
採
用
と
そ
の
概
観

ド
イ

y
民
主
共
和
闘
は
、
一
九
四
九
年
十
月
七
日
に
蛍
時
の
ソ
ず
ェ
ト
占
領
地
匝
(
東
F
イ
y
)
に
お
い

τ、
統
一
、
平
和
愛
好
か

っ
調
立
ド
イ
ア
の
た
め
白
墓
地
と
し
て
う
ち
た
て

b
れ
た
。
ド
イ
ツ
民
主
共
和
函
は
勢
働
者
と
勤
労
農
民
の
同
盟
を
基
礎
と
す
る
図
家

て
あ
っ

τ、
そ
の
閣
家
権
力
は
勢
働
者
階
級
D
手
中
に
存
し
て
い
る
。

以
前
、
ナ
ペ
て
白
支
配
的
諸
階
級
に
属
し
て
い
た
こ
白
園
白
基
本
的
な
工
業
諸
企
業
、
銀
行
・
貯
蓄
銀
行
・
保
険
舎
祉
な
ど
の
如
き

金
融
諸
制
度
、
地
下
諸
資
源
、
鍛
道
・
モ
の
他
の
運
職
諸
機
関
の
一
部
、
さ
ら
に
卸
・
小
賀
商
業
白
一
部
等
々
が
園
家
的
所
有
と
た
つ

た
乙
と
は
F
イ
ツ
民
主
共
和
図
の
園
民
経
済
白
復
興
と
設
展
を
容
易
に
し
か
っ
促
進
し
た
。

か
く
し
℃
ド
イ
ツ
民
主
共
和
園
に
お
け
る
園
民
経
済
復
興
一
一
ヶ
年
計
壷
(
一
九
四
九
年
l
一
九
五
O
年
)
は

は
や
く
も
期
限
前
に
遂

白
べ
て
い
る
|

l経
済
計
蓋 コ

一
ヶ
年
計
霊
白
期
限
前
D
遂
行
は
1
l
iと
W
・
ピ
ー
ク
は
彼
白
『
平
和
的
建
設
の
五
ヶ
年
計
萱
』
白
冷
か
で

に
従
ワ
て
生
産
し
か
っ
分
配
す
る
た
め
の
す
べ
亡
の
諸
僚
件
が
わ
が

F
イ
ツ
民

-
h

喝
百
円
凶
己
巨

m
s
-
E
3

行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

V

イ
ツ
民
主
共
和
問
民
お
け
る
極
涛
設
展

第
七
十
五
巻

ブL
= 

第
四
翫

九



γ
イ
ヅ
民
主
共
和
国
に
お
け
る
材
料
擁
護
民

第
七
十
五
巻

ブL
回

第
四
盟

九
四

ヨ三
(1) 長与

幸口
園
Yこ
沿
H 
-亡

存
在
し
℃ 
ν、
る
と
ν為

戸
ノ
こ
と
士
詮
明
し
士こ
L I) 

当
-
H
V
W
宮
r
-
R
Fゆ
骨
回
目
白
E
H
m
健闘
0
3

出
岡
田
・
凶
沼
田

は
、
さ

b
に

ニ
ヶ
年
計
重
り
成
功
的
た
途
行
白
基
礎
の
う
え
で
一
九
五
一
年

i
一
月
一
日
に
、
ド
イ
ケ
民
主
共
和
園
人
民
議
倉

J
巴
宮

E
自
由

2
3

「
下
イ
ツ
民
主
共
和
園
園
民
経
済
登
展
五
ヶ
年
計
霊
(
一
丸
五
一
年
ー
一
九
ヰ
五
年
)
に
か
ん
す
る
法
律
」

を
探
揮
し
た
。

そ
白
結
果
、

F
イ
ア
民
主
共
和
園
て
は
園
民
経
済
白
計
量
的
澄
展
忙
よ
っ
て
枇
曾
主
義
む
諸
基
礎
主
治
く
と
恒
う
重
大
な
課
題
が

F
イ

ツ
勤
務
人
民
白
前
に
直
接
に
提
起
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
と
あ
る
。
い
ま
己
こ
で
筒
卑
に
第
一
次
五
レ
ツ
年
計
重
白
概
観
を
奥
え
る
と

つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
己
白
玉
ル
ク
年
計
聾
に
お
い
て
は
1
1
l

(寸

F
イ
ツ
民
主
共
和
園
に
治
け
る
工
業
生
産
が
一
九
三
六
年
の
水
準
に
比
し
倍
化
さ
れ
、
か
っ
七
十
九
高
七
千
四
百
の
持
働
力
が
園

民
経
済
に
治
い
て
阪
牧
さ
れ
る
。

同

第
働
者
、
事
務
員
、
技
術
者
た
ち
白
賃
金
た
ら
び
に
俸
給
が
園
民
経
済
全
開
て
は
平
均
一
六
・
五
労
、
工
業
て
は
三

O
Mと
そ
れ

ぞ
れ
高
め

b
れ
、
士
た
食
料
品
や
大
衆
消
費
財
物
慣
が
一
九
五

O
年
白
水
準
に
比
し
、
二
八
d
p
が
た
引
下
げ

b
れ
、
他
方
モ
れ
と
同
時

に
勤
持
者
の
税
率
が
大
巾
に
引
下
げ
ら
れ
る
、

第
二
次
大
戦
に
よ
フ
て
破
壊
さ
れ
た

F
イ
γ
民
主
共
和
閣
の
諸
都
市
、
こ
と
に
主
都
ベ
ル

U
Y
の
復
興
と
近
代
的
設
備
に
主
る
大

企
業
の
再
建
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
多
く
の
大
企
業
1

|た
と
え
ば
オ
ス
「
冶
金
コ
ム
ピ
ナ
ト
キ
ウ
エ
ス
ト
製
銭
所
、
そ
の
他
に
、
遺

t当舶
所
、
化
墜
工
業
、
重
機
械
製
造
工
業
、
車
柄
工
場
等
1
ー
が
新
に
建
設
さ
れ
る
、

但)

農
業
要
具
・
肥
料
の
生
産
白
増
加
と
科
撃
的
な
農
業
方
法
の
採
用
と
に
よ
っ
て
へ
グ
グ
1
ル
蛍
り
白
牧
獲
量
が
高
め
ら
れ
、
ま
た

畜
産
が
さ
ら
に
登
展
さ
せ

b
れ
る
、



伸
、
と
く
に
、
手
工
業
的
生
産
が
設
展
さ
せ
ら
れ
る

1
Iた
と
え
ば
そ
れ
は
一
九
五
一
年
の
四
十
四
億
三
千
四
百
高
マ
ル
ク
か
ら
一
九

五
五
年
の
七
億
七
千
八
百
高
マ
ル
グ
に
ま
で
高
め

b
れ
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
五
ヶ
年
計
査
て

は
祉
曾
的
な
諸
事
業
に
わ
い
て
も
大
き
な
成
果
が
期
待
さ
れ

τ
い
る
D
ぞ
あ
か
。

但〕

出
「
o
p同
m
u
w
m
町
同
国
品
目
回
目

こ
の
よ
う
に
し
℃

F
イ
ツ
民
主
共
和
園
て
は
こ
白
第
次
五
ヶ
年
計
重
に
お
い

τ、
社
舎
主
義
白
建
設
の
た
め
?
す
ぺ
て
白
物
的
基

礎
で
あ
る
と
ζ

ろ
の
重
工
業
諸
部
門
が
優
先
的
に
町
付
出
展
さ
せ

b
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
モ
れ
と
と
も
に
勤
努
人
民
の
物
質
的
幅
祉
の

改
善
と
文
化
的
水
準
の
向
上
と
を
保
詮
す
る
た
め
に
、
軽
・
食
料
品
エ
業
諾
部
門
も
一
一
清
登
展
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
己

の
五
ヶ
年
計
置
に
よ
づ
て
下
イ

y
民
主
共
和
圏
て
は
、
ー
イ
?
動
必
人
民
の
最
重
要
注
課
題
て
あ
る

F
イ
ツ
由
民
族
酌
統
一
の
た
め
の

民
主
的
基
地
が
古

b
に
強
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

工
業
部
面
の
後
展

F
イ
ツ
民
主
共
和
園
政
府
と
ド
イ
ツ
統
一
世
倉
黛
は
、
五
ヶ
年
計
萱
の
は
じ
め
白
ご
年
と
作
ヶ
年
聞
に
お
い
て
重
工
業
諸
部
門
を

『
高
度
に
』
設
展
さ
せ
て
き
た
。
そ

ω
た
め
に
後
で
の
ペ
る
よ
う
に
、
一
九
五
三
年
の
中
頃
K
は
こ
の
政
策
は
若
干
の
修
五
を
絵
儀
な

く
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
い
ま
こ
D
計
霊
の
数
年
聞
に
お
い

τ達
成
さ
れ
た
工
業
生
産
の
褒
展
欣
況
を
み
て
み
る
と
、

一
九
五
一
年
に

は
そ
れ
は
前
年
度
の
そ
れ
に
比
し
一
一
一
一

μの
上
昇
率
を
示
し
て
い
る
。
若
干
D
重
要
在
工
業
諸
部
門
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
み
る
と
、

た
と
え
ば
鎖
鎖
生
産
て
は

-
九
%
、
座
延
鋼
の
生
産
ぞ
は
四

0
・
四
d
p
、
冶
金
治
よ
び
鎖
業
用
設
備
の
生
産
ゼ
は
一
五
%
、
工
作

機
械
一
九
・
一
必
、
農
業
機
械
二
七
・
三
d
N
、
ト
ラ
ッ
ク
グ
l
D
製
謹
て
は
六
九
・
九
必
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
お
り
る
経
済
援
民

第
七
十
五
巻

三
九
五

第
四
瞳

ブL
王



(事 1表)
ドイツ民主共和固にお
けるユー業生産円強展 F

イ
ツ
民
主
共
和
園
に
布
け
る
祖
神
間
費
民

」

% 

100 

122 

141 

159 

解
七
十
五
巻

九
占ノ、

第
四
務

九
六

年ヨた

1950年

1951年

1052年

1953年

さ
ら
に
一
九
五
二
年
度
に
は
工
業
生
産
に
お
い
亡
い
っ
そ
う
の
登
展
が
み
ら
れ
た
。

“wirtschaftswissensch:'¥ft " 

No.4目 1954，s. 400 

す
な
わ
ち
こ
白
年
に
は
工
業
生
産
は
前
年
度
に
北
ベ
て
一
六
形
、

一
九
五

0
年
度
白
そ

れ
に
比
べ
て
四
一
が
も
の
増
加
率
士
一
示
し

τい
る
。
た
と
え
ば
鎖
鎖
生
産
て
は
五
八
必
、

銑
銭
九
一
ニ
M
A
、
震
鋼
四
一
一

ガ
、
塵
延
鋼
三

0
4畑
、
さ

ら
に
動
力
機
械
の
生
産
ゼ

は
六
一
万
、
大
旋
盤
機
二
三
形
、
カ
フ
セ
ル
旋
盤
機
一
九

O
M、
鍛
市

ゐ
よ
ぴ
プ
レ
ス
用
設
備
?
生
産
て
は
ご
コ
ガ
、
水
盛
機
一
八

O
M、
治
金

設
備
の
生
産
て
は
九
九
必
、
そ
し
て
葱
電
機
D
生
産
て
は
=
一
八
%
と
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
℃
い
る
。
他
方
己
の
時
期
に
食
料
品
工
業
白
生
産
て
は

だ
の
増
加
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
九
宜
三
年
に
は
年
度
計
置
は
一

O
二
必
が
た
遂
行
さ
れ
た
。
己
れ
を

前
年
度
白
生
産
高
に
比
べ
る
と
二
了
五
%
、
古
ら
に
戦
前
の
一
九
三
六

年
目
水
準
に
比
べ
る
と
買
に
七
六
%
白
増
加
奉
を
示
し
て
い
る
。
と
く
に

人
民
所
有
工
業
I
R
E
-
E
O
H
m宮
古

ιEEo--
て
は
純
生
産
計
謹
は
一

O

三
必
塗
行
さ
れ
た
の
ま
た
己
D
年
に
は
電
力
生
産
・
石
茨
掘
婆
・
煉
茨
生

産
・
銅

1
銑
餓
精
錬
・
堅
延
生
産
用
の
、
ゐ
よ
ぴ
皮
革
加
エ
用
の
新
設
備

クマ寓官民
勢

琵の
買
J

)
部

表

諸
2
業

車
工

f
t

、守。けh
刊に圏和共主民ツ

J
A
1
 v

 
制匹 F司 1 19田年 I19田年 I19畔 I~年にたいす

る 58~年り%

5761 1 7728.0 I日間71 200.3 

金庫加工工業 47121悶 111山 11 214.7 

ヰE ヱ 業| 間 21 附 519147.9 1 14E目8

4叩21 問 41四 21 146.6 

..(BorrpOChl日瓦9ROMHILII)No. 9， 1954. Cl:P. 87. 

この表陀担ける第 1のグル戸プ由工業部門はW. ウノレプ 9

h トの報告(ドイツ統一世官主主革4国語大官忙和ける中央

主主員曾の報告) では 『基礎生産手段工業』ーとなっている

(，恒久平和のために，人民民土主義のために!J No. 15 
1954年)。

この表題は筆者が附Lたものである。* 



な
ど
が
生
産
さ
れ
た
。
か
く
し
て
一
九
五
ゴ
一
年
度
は
前
年
に
比
し
、
銑
銭
の
精
錬
て
は
六
四
万
、
鋼
銀
生
産
て
は
一
五
形
、
歴
一
延
白
生

産
て
は
一
四
%
、
冶
金
設
備
の
生
産
て
は
一

O
必
、
褒
電
機
(
百

K
・

w
・
日
以
上
の
槌
力
を
も
っ
)
六
七
ガ
、
農
業
機
械
山
製
造
て

は
さ
一
一
%
、
モ
し
て
軽
工
業
用
設
備
の
生
産
て
は
二
一
一
必
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。

ド
イ
ツ
民
主
共
和
園
て
は
豆
工
業
諸
部
門
の
こ
の
よ
う
な
両
度
目
拍
車
展
テ
ム
ポ
り
お
か
げ
て
、
と
く
に
軽
・
食
料
品
工
業
諸
部
門
を

い
っ
そ
う
褒
展
さ
せ
る
た
め
の
可
能
性
が
つ
く
り
出
さ
れ
た
。
か
く
て
一
九
丘
=
一
年
六
月
十
一
日
以
降
ド
イ
ツ
民
主
共
和
園
て
は
、
政

府
の
新
経
済
政
策
て
あ
る
い
わ
ゆ
る
『
新
ロ
ス
』
が
寅
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
o

そ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
園
の

人
民
議
舎
は
一
九
五
三
年
度
の
下
半
期
に
お
け
る
園
民
経
済
計
霊

ω鑓
更
に
か
ん
す
る
法
律
と
、
勤
務
人
民
白
物
質
的
幅
祉
白
改
普
を

(1) 
保
詮
す
る
た
め
に
大
衆
消
費
財
の
生
産
の
増
加
を
見
込
ん
だ
一
九
五
三
年
度

ω閣
家
改
築
の
嬰
一
見
に
か
ん
す
る
法
樟
と
を
承
認
し
た
。

『桁一
r
・
円
計
』
は
一
九
五
三
年
六
且
九
日
に
、
ド
イ
ツ
統
一
佐
官

説
中
央
委
員
曾
政
拍
局
町
コ
ミ
ユ
ユ
ケ
で
明
b
か
に
古
れ
た
の
で

あ
る
が
、
い
ま
筒
車
に
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
、
件
、
努
働
者
、

事
務
員
、
労
働
イ
ン
テ
9

1
の
生
活
詩
僚
件
を
す
み
や
か
に
改
善

す
る
と
と
、
伺
、
農
民
(
大
農
を
も
合
め
て
)
に
封
L
て
は
負
措

玄
軽
減
し
か
っ
設
由
を
異
え
る
と
と
、
伸
、
手
主
業
者
、
貸
業
家
、

工
業
・
建
築
・
商
業
・
逗
献
な
ど
に
拘
け
る
中
小
企
業
家
陀
封
L

て
負
強
を
盤
減
し
か
っ
援
周
を
奥
え
る
ζ

之
、
伸
、
ド
4
ッ
民
主

共
和
闘
の
領
土
を
離
脆
し
た
者
に
針
L
て
は
、
彼
与
の
蹄
閣
を
助

け
ま
た
は
、
財
産
を
一
盛
還
す
る
と
ー
と
は
主
っ
て
す
み
や
か
刊
に
援
助

を
奥
え
る
と
と
、
日
明
、
東
西
雨
「
イ
ヅ
問
の
交
通
を
容
易
に
し
か

っ
促
進
す
る
と
ー
と
、
制
、
問
家
主
教
曾
去
の
聞
の
関
係
在
正
常
化

ず
る
乙
と
、
伸
、
住
民
に
針
ナ
る
控
保
護
を
い
っ
そ
ろ
強
化
す
る

己
主
な
ど
で
あ
る
。

と
の
『
新
コ
ー
ス
』
が
採
用
さ
れ
て
直
後
に
(
十
七
日
)
い
わ

ゆ
る
ベ
ル
P

シ
暴
動
が
起
き
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
貸
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
獲
更
に
よ
っ
て
、
園
民
経
済
に
お
け
る
資
本
投
資
計
聾
も
ま
た
再
検
賞
さ
れ
た
。
多
く
の
重
工
業
諸
部
門
に
金
け
る
資
本

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
お
け
る
経
済
琵
展

建
設
は
一
九
五
三
年
中
に
六
億
マ
ル
ク
減
少
さ
れ
、
他
方
軽
・
食
料
品
工
業
諸
部
門
の
い
つ
モ
う
り
護
展
と
こ
れ

b
の
諸
部
門
に
治
け

九
七

第
七
十
五
巻

一
九
七

第
四
蹟



F
イ
W
J

民
主
共
和
固
に
布
け
る
鰹
静
設
展

資(百高マルク)

両両誌研!
(第 3表〉投

li宜によるもの

19担年
1 J拙| 785.7 

19日午 12悶 1 1日7.3

1951年

5ヶ年計量圭障で|田叫

年平均 lt>723
1 

曲
四設

計

F
叫
山
口

第
七
+
玉
巷

第
四
按

ブL
F、

ブL
f、

る
奮
設
備
の
讃
張
と
新
設
備
の
建
設
と
の
た
め
の
道
知
的
投
資
が
要
求
さ
れ
た
。
か
く

し
て
一
九
五
=
一
年
度
に
お
け
る
投
資
楓
額
は
前
年
度
に
比

L
一
一
一
%
の
増
加
と
た
づ
た
。

例
え
ば
そ
れ
は
動
力
工
業
て
は
七
一
ニ
%
、
治
金
工
業
て
は
七
%
、
経
工
業
て
は
一
一

0

4
庁
、
食
料
品
工
業
て
は
二
八
必
、
そ
し

τ住
宅
て
ァ
は
主
四
d
p
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
さ
れ
た
。

さ
ら
に
下
キ
期
に
は
追
加
的
に
七
千
高
マ
ル
グ
が
軽
・
食
料
品
工
業
諸
部
門
お
よ
び
そ

の
他
の
大
衆
消
費
財
工
業
諸
部
門
の
投
資
の
た
め
に
自
由
に
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果

と
し
て
一
九
五
三
年
の
下
ヰ
期
に
は
大
衆
消
費
財
の
生
産
が
著
し
く
増
加
し
た
。
軽
工

著
諸
企
業
の
生
産
高
は
前
年
に
比
し
て
二
%
、
食
料
品
工
業
省
諸
企
業
の
叫
れ
は

一
五
ガ
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。
一
九
五
一
一
己
と
一
九
五
三
年
の
同
に
毛
織
物
は
ご
九

%
、
メ
リ
ヤ
ス
の
下
着
は
五
ニ
ガ
、
皮
革
は
八
三
労
、
軽
自
動
車
は
一
五
d
p
、
自
動
自
縛
車
は
ご
・
五
倍
、
属
国
県
機
器
具
は
=
一
・
五
倍

の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
人
民
所
有
諸
企
業
て
は
、
第
一
次
五
ヶ
年
計
霊
が
モ
れ
ら
の
生
産
主
前
年
度
に
比
し
て
六
一
・
六

%
の
増
加
と
議
定
し
て
い
た
の
に
、
質
際
に
は
七
四
・
八
d
p
白
増
加
を
示
し
た
。

以
上
の
よ
う
た
諸
成
果
に
よ
っ
て
、

F
イ
ツ
民
主
共
和
園
て
は
総
工
業
生
産
高
は
己
の
五
ヶ
年
計
霊
が
こ
れ
ら
の
一
ニ
F
年
聞
に
沿
い

て
珠
定
し
℃
い
た
よ
り
も
七
必
も
上
回
る
こ
と
が
出
来
た
。
他
方
、
こ
れ
ら
の
期
間
中
に
ず
イ
ツ
民
主
共
和
園
て
は
七
九
の
諸
企
業
が

場
が
新
設
さ
れ
た
4

復
興
さ
れ
た
し
、
ま
た
百
の
人
民
所
有
諸
企
業
が
新
設
さ
れ
た
。
一
九
五
=
一
年
間
だ
け
で
二
七
の
一
諸
企
業
が
復
興
さ
れ
、
三
三
の
諸
工

一
九
五
三
年
の
十
二
月
に
は
F
イ
ツ
民
主
共
和
園
人
民
議
舎
は
、
己
の
年
の
下
ヰ
期
に
沿
い
て
生
じ
た
計
査
の
嬰
更
を
と
く
に
考
慮



し
て
、

一
九
五
四
年
度
に
お
け
る
闘
長
経
済
計
査
を
審
議
じ
そ
し
て
採
用
レ
た
α

そ
れ
K
よ
る
と
、

一
九
五
四
年
度
に
は
前
年
度
に
比

し
て
生
産
手
段
の
生
産
の
六
・
八
ガ
と
消
費
財
生
産
の
一
一
一
一
一
・
五
%
の
増
加
を
含
む
綿
工
業
の
生
産
高
白
増
加
を
一
二
・
六
必
と
橡
定

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
7

ヰ
ル
ギ
l
経
済
の
生
産
て
は
二
=
%
、
鎖
工
業
て
は
一
O
%
、
冶
金
工
業
て
は
一
ご
・
七
形
、
機
械
製
謹
工

業
ゼ
は
一
三
・
二
d
p
、
電
気
工
事
イ
は
ご

0
・
五
%
、
そ
し
て
精
密
機
械
光
墜
イ
比
二
九
・
八
%
と
そ
れ
ぞ
れ
培
対
さ
れ
る
は
ず
で
あ

っ
て
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
重
要
な
工
業
諸
部
門
の
生
産
の
増
加
は
会
人
民
所
有
諸
工
業
の
生
産
の
一
一
・
八
%
の
増
加
K
立
脚
し
て
い

る
。
他
方
大
家
酌
消
費
財
貨
D
生
産
て
は
皮
靴
の
主
一
・
一
ガ
、
ミ
シ
Y
の
八
O
V
P
、
ラ
ジ
オ
受
信
器
白
五
O
M
、
そ
し

τ冷
蔵
庫
の

五
倍
な
ど
の
増
加
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
た
大
衆
白
消
費
財
貨
の
生
産
白
増
加
と
相
並
ん
で
モ
れ
b
の
品
質
の
一
改
善
に
も
大

き
左
注
意
が
挽
わ
れ

τ
い
る
白
て
あ
る
。
己
白
目
的
て
F
イ
y
民
主
共
和
園
ゼ
は
手
工
業
の
生
産
と
私
的
工
業
の
生
産
白
塗
展
に
と
く

.
へ
つ
の
回
慮
が
社
さ
れ
て
い
る
。
モ
の
結
果
、
た
と
え
ば
手
工
業
の
生
産
て
は
第
一
次
五
ヶ
年
計
霊
が
、

一
九
主
主
年

rは
一
九
E
O

年
度
に
比
べ
て
六
大
・
五
%
白
増
加
と
抽
同
定
し
て
い
た
の
に
、
賀
際
に
は
一
九
五
四
年
申
に
お
い
て
ナ
て
に
と
の
数
字
は
達
成
さ
れ
る

は
ず
で
あ
る
し
、
ま
た
私
的
工
業
の
生
産
に
つ
い
て
み
る
と
、
私
的
工
業
諸
部
門
の
一
生
産
量
は
一
九
五
=
一
年

rは
一
九
豆
O
年
に
比
べ

τ三
・
一
，
%
の
増
加
を
示
し

τ
い
る
の
て
あ
る
。

だ
が
つ
ぎ
の
表
〔
第
四
表
〕
に
上
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
下
イ
ツ
民
主
共
和
圏
て
は
主
要
注
工
業
諸
部
門
に
沿
い
て
社
合
主
義
セ
グ

グ
ー
の
占
め
る
割
合
が
漸
次
屋
倒
的
に
大
き
〈
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
白
己
と
は
重
工
業
諸
部
門
に
つ

W
て
の
み

に
い
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
極
-
食
料
品
工
業
諸
部
門
医
つ
い
て
も
ま
た
い
え
る
と
と
て
あ
る
。
と
は
い
え
、
軽
・
食
料
品
工
業
持
部

門
ぞ
は
い
ま
な
ゐ
私
的
工
業
部
門
が
重
要
な
役
割
主
演
じ
て
い
る
白
で
あ
る
。

さ
て
上
の
表
て
見
る
と
、
工
業
部
面
て
は
一
九
五
三
年
に
は
一
世
倉
主
義
的
セ

F
グ
ー
が
金
工
業
生
産
高
の
八
五
・
五
d
p
b
z
し
め
て
い

vh
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
お

η
る
担
静
酷
班
長

第
七
十
五
倍

ニ
丸
九

節
目
蹄

九
九



ド
イ
ツ
民
主
共
和
闘
k
h
o
け
る
経
静
設
展

(第4表〕所有詩形態による

縮工業生産高の靖犬(%)

1195C年 11悶年

去工業(手工業E除 <)1 1凹口 I1皿 0

日主義的諸企業 | 刑 罰 5

とのうちの人民企業| 82.6 

協 伺 組 2.9 

私的・賓本家的・企業| 14.5 

W. ulbricht:“For a lasting pea<:e， for a 

p田中，le'sdemocracy!" No 15， 1954， 

第
七
十
五
巻

第
四
強

O 
O 

農
業
部
面
の
登
展

2
0
0
 

る
。
己
白
よ
う
な
工
業
部
面
に
お
け
る
一
世
合
主
義
セ
グ
グ
l
の
し
め
る
均
主
の
増
大

は
、
園
民
経
開
計
霊
の
数
ヶ
年
聞
に
わ
い
て
ド
イ
ツ
勤
野
人
民
心
物
質
的
な
ら
び
に

文
化
的
水
準
を
系
統
的
に
向
上
さ
せ
る
と
い
う
課
題
の
成
功
的
社
解
決
を
可
能
に
し

て
い
る
し
、
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
、
第
三
目
下
イ
?
統
一
一
位
曾
業
大
舎
で
提
起
さ
れ

た
他
白
重
要
た
課
題
1

1園
民
経
済
部
門
間
に
存
在
す
る
不
均
偽
を
縮
少
さ
せ
る
と

い
う
課
題
、
の
解
決
の
た
め
の
物
的
保
詮
と
も
た
つ
て
い
る
の
ゼ
あ
る
。

(2) 

因
み
に
一
九
五
三
年
に
お
け
る
生
産
手
段
の
生
産
部
門
(

I

)

ー
と
抽
出
費
財
の
生
産
部
門

(
E
)
去
の
あ
い
だ
の
比
嘩
を
示
す
と
、
白
日
目
凸
で
あ
っ
た
ロ

F
イ
ツ
民
主
共
和
闘
で
の
土
地
改
革
(
一
九
四
五
年
九
月
に
着
手
)
は
農
業
の
生
産
関
係
に
治
け
る
祉
倉
的
構
成
を
根
本
的
に
国
型
化
吉

せ
た
。
己
れ
は
ま
ず
第
一
陀
土
地
改
革
に
よ
っ

τ地
主

l
ユ
ン
カ

l
的
土
地
所
有
関
係
が
絶
滅
さ
れ
た
と
い
う
E
と
に
お
い
て
あ
b
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
地
主

1
ユ
ン
カ

1
お
よ
び
ア
ァ
ッ
シ
ス
ト
た
ち
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
た
土
地
、
農
業
建
物
、
農
業
用
具
・

機
械
お
よ
び
家
畜
な
ど
が
土
地
な
き
農
民
ま
た
は
土
地
少
な
さ
農
民
平
農
業
勢
働
者
や
移
住
農
民
た
ち
に
分
配
さ
れ
た
。
第
二
に
土
地

改
革
に
よ
ヲ

τと
く
に
五
へ
グ
グ
1
ル
か
ら
ニ

O
へ
グ
グ

l
ル
ま
で
の
中
曲
目
経
瞥
が
そ
白
土
地
面
積
と
と
も
に
著
し
く
増
加
し
た
と
い



経皆規模による農業構成の鐙北

|土地改革前|土地改
経瞥 犬さき経瞥 %1土地面積 % 経 瞥 %i土地面積財

0.5-2 ~月日レ| 8.5 

2-5 " 16.2 7.2 

5-10 " 32.3 

10ー 15 " 
I } 166 I } 2L2 I 

14.6 

15-20 " 12.7 

20-50 " 21.5 

50-100 " 1.4 8.4 0.5 4.6 

100以 上 1.1 28.4 0.1 ::3:6 

"Einheit" IIeft 7， ju]y 1950. 5. 591. (“ Fragcn dcs o.ufbuus e回目

einheitlichen dl田町1叫 .tischenfriedliebenden deutschen 5t叫 tes"s. 210 

による)

う
己
と
ぜ
あ
る
(
第
百
表
)
。
す
な
わ
ち

F
イ
ツ
民
主
共
和
闘
で
は
土

地
改
革
に
よ
っ
て
、
農
業
の
生
産
一
関
係
が
動
第
農
民
を
中
心
と
す
る

生
産
関
係
に
鑓
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
ど
あ
る
。
が
そ
白
際
、
モ

己
に
は
少
な
か

b
ぬ
数
の
官
農
居
が
な
hs
存
酔
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
ず
イ
ツ
民
主
共
和
闘
に
わ
け
る
農
業

白
祉
曾
的
構
成
の
第
三
の
最
も
豆
要
た
踊
型
化
は
、
農
業
経
営
に
お
い

て
一
位
曾
主
義
的
セ
ク
タ
ー
が
漸
次
重
要
な
地
位
を
占
め
は
じ
め
亡
き

亡
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
九
豆
四
年
の
は
じ
め
頃
の
、
ド
イ
ツ

示
す
と
第
六
表

民
主
共
和
図
に
治
け
る
農
業
の
祉
舎
的
構
成
を
土
地
分
布
に
よ
っ
て

白
ご
と
く
で
あ

る
。
つ
ま

p
一

九
五
四
年
目
は

じ
め
頃
に
は
ド

イ
ツ
民
主
共
和

図
白
操
業
て
は
全
土
地
面
積
の
約
三
O
%
が
佐
倉
主
義
的
危
諸
経
営
の
所
有
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
が
他
の
七
O
，
%
は
私
的
農
民
の
諸
経
営
に
そ
く
し
て
い
て
、

(事5衰)

ド
イ
ツ
民
主
共
和
閣
に
お
け
る
艇
掛
賞
展

第
七
十
五
岩 (第 6表) 農業の世舎的構成

(農業に布ける土地分布%)

人 民 E庁 有

農業生産協同 組 合 1 12

u …の諸毒豆一帥|
の， または図書えが一時使用 14 
Lている土訓

小農 (0.5-5へグタール)

中島 (5-20へクダ{ル)

富農 (20-1∞ヘクタール)110 

C 

第
四
銃

O 

W. 11lfricht;“For a lasting pe-
a山 . f山 apeople's d.凹，"Cτacy1" 

No 15. 1954. 



V
イ
ッ
民
主
共
和
国
に
お
け
る
経
稗
獲
艮

己
白
う
ち
約
一

O
Mは
官
農
居
の
手
中
に
あ
っ
た
。

(1) 

九
回
O

ロ
]
唱
。
自
門
宏
一
。
国
富
田
川
母
の
第
十
鵠
(
一
丸
王
凹
年
)
に
よ
る

と、

P
イ
ツ
民
主
共
和
闘
で
は
=
一
百
高
へ
グ
グ
I

A
以
上
の
土
地

が
土
地
な
さ
ま
た
は
土
地
9
た
き
良
品
た
ち
に
分
配
さ
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
蛍
法
(
一
九
四
九
年
卜
月
K
採
用
)
に
よ
る

(2) 

第
七
十
五
巻

。

第
四
践

O 
.、

と
、
「
イ
ツ
民
主
共
和
闘
で
は
良
民
の
私
的
土
地
所
有
が
認
め
ち

れ
て
い
る
(
第
二
十
四
峠
目
第
五
項
)
。
し
か
し
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
町
大
土
地
所
有
は
僻
腫
さ
れ
か
っ
そ
の
土
地
は
無
償
で
分
配

さ
れ
る
く
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
(
同
第
四
項
)
@

ミ

り

5
4
0
岡
崎
館
山
百
四
仏
耳
目

E
m
m
n
r
g
ロ
ヨ
宮
古
島
m岳
B
H
W
4
S
Fミ

肌
区
L
同
♀
白
山
山
岡
田
ω
品
KF肉
図
。
円
向
島

さ
て

F
イ
円
ノ
民
主
共
和
閣
の
い
く
つ
か
の
農
村
て
は

一
九
四
六
年
陀

b
h
て
す
で
に
勤
持
農
民
や
農
業
労
働
者
た
ち
に
よ
っ
て
、

「
農
業
生
産
協
同
組
合
は
主
の
唇
立
心
最
初
の
年
に
お
い
て
す
で
に

F
イ
ツ
民
主
共
和
園
の
農
業
て
重
要
な
経
済
的
な
b
び
に
政
治
的
勢
力
と
な
っ
た
。
」
か
く
て
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
圏
政
府
と

F
イ

y

統
一
祉
曾
黛
は
あ
ら
ゆ
る
方
法
て
農
業
生
摩
協
同
組
合
を
措
置
展
さ
せ
る
た
め
に
努
力
し
て
い
円
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ぽ
は
じ
め
の
孟
ヶ

年
聞
は
協
同
組
合
は
課
税
か

b
兎
除
さ
れ
る
し
、
ま
た
農
民
銀
符
か

b
は
最
も
有
利
な
保
件
て
長
・
短
期
の
グ
レ
デ
ィ
ッ
ト
が
奥
え

b

れ
る
等
々
。
一
九
五
一
一
年
に
は
協
同
組
合
員
た
ち
に
謝
し
て
は
ご
五

%ω
課
税
引
下
げ
が
お
こ
な
わ
れ
た
し
、
ま
た
穀
物
そ
の
他
の

7
7リ
1
7
E
ル
ン
グ
ス
ゾ
1
ル

義
務
納
入
ノ
ル
マ
が
引
下
げ
ら
れ
た
。

農
業
生
産
協
同
組
合

(
F
聞
の
)
が
つ
く
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
。

(3) 

円
口
問
。
目
E
同N
U

E

Z円

gnr且
g
d
E
M
M
E
R
V民同司、

z
o
r
E
A叫

Arm・回目
E

現
在
F
イ
?
民
主
共
和
園
て
は
三
つ
り
型
態
。
農
業
生
産
協
同
組
合
が
あ
る
。

第
一

ω型
般
の
農
業
生
産
協
同
組
合
は
最
も
筒
患
な
か
っ
最
も
低
h
も
の
で
あ
っ
て
、
己
目
型
態
ゼ
位
協
同
組
合
の
土
地
7

Z

ン
ド

は
、
付
協
同
組
合
員
に
属
す
る
土
地
も
し
く
は
彼
b
に
ょ
っ
℃
提
供
さ
れ
た
土
地
と
、
件
、
図
家
に
よ
っ
て
無
償
て
奥
え

b
れ
た
土
地

と
か

b
成
っ
て
い
る
。
己
の
協
同
組
合
札
参
加
し
た
農
民
の
果
樹
園
、
牧
草
地
、
牧
場
、
ゐ
よ
び
森
林
地
は
彼
ら
の
個
人
的
利
用
白
た



め
に
残
さ
れ
て
hv
て
、
さ
ら
に
協
同
組
合
員
た
ち
は

0
・
豆
九
グ
グ
l
ル
を
越
え
若
い
大
き
さ
の
住
宅
附
属
地
を
も
つ
こ
と
が
回
来
る
。

ナ
ペ
℃
の
家
畜
h
T
農
業
要
具
・
機
械
は
彼
ら
む
個
人
的
利
用
の
た
め
に
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
楓
曾
(
己
れ
は
協
同
組
合
の
仕
事
と

結
び
つ
恒
た
す
べ
て
の
問
題
を
鹿
理
す
る
組
合
の
最
高
機
闘
で
あ
る
)
の
決
定
に
し
た
が
っ
て
、
農
業
務
働
白
た
め
に
モ
れ
ら
を
協
同

組
合
に
提
供
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
園
家
へ
の
納
入
後
、
種
子
・
備
蓄
ブ
介
ン
ド
と
組
合
白
介
割
し
え
ぬ
共
同
ア
ォ

y
ド
(
杢
枚
入

の
五
形
ま
て
)
を
取
り
除
い
て
後
、
純
牧
入
白
四

O
Mま
で
は
協
同
組
合
員
た
ち
の
聞
に
そ
D
提
供
さ
れ
た
土
地
の
質
と
量
に
際
じ
て

分
配
さ
れ
、
残
り
の
六

O
%に
相
蛍
す
る
も
白
は
組
合
員
た
ち
の
年
聞
の
第
働
日
教
に
従
ワ
て
彼
b
の
あ
い
だ
に
介
配
さ
れ
る
。

第
二
の
型
態
の
協
同
組
合
て
は
牛
・
馬
、
農
業
要
具
・
機
械
は
モ
れ

b
の
所
有
者
に
射
す
る
協
同
組
合
の
分
割
支
挽
い
に
よ
っ
て
共

同
利
用
白
た
め
に
プ
ー
ル
さ
れ

τい
る
。
総
舎
は
そ
の
支
挽
額
と
時
期
門
会
支
梯
期
限
は
十
年
を
こ
え
て
は
な
ら
た
い
)
と
を
決
定
す
る
。

各
組
合
員
た
ち
は
一
頭
づ
っ
白
牛
・
馬
、

一
・
ご
芭
の
子
馬
と
若
干
の
良
種
目
家
畜
を
個
人
的
利
用
の
た
め
に
所
有
す
る
己
と
が
山
来

る
。
園
家
へ
の
納
入
と
共
同
フ
ぇ
ン
ド
を
取

p
除
い
て
い
て
後
、
純
収
入
(
現
金
と
現
物
)
白
三
o
d
p
は
提
供
さ
れ
た
土
地
D
質
と
量

に
隠
じ
て
、
他
の
七

O
Mに
相
円
曲
す
る
も
の
は
年
間
の
掛
働
日
数
に
従
ヲ
て
組
合
員
た

b
の
聞
に
モ
れ
ぞ
れ
分
配
さ
れ
る
。

第
三
白
最
高
の
型
態
白
山
操
業
生
産
協
同
組
合
て
は
、
耕
地
、
農
業
要
具
・
機
械
ム
お
よ
び
役
畜
の
ほ
か
に
、
牧
草
地
・
牧
場
・
森
林
治

よ
び
良
種
・
生
産
的
家
畜
等
も
ま
た
一
世
曾
化
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
各
組
合
員
た
ち
は

0
・
五
へ

F
グ
l
h
F
を
こ
え
な
い
土
地
と
一
二
一

匹
白
子
馬
を
も
っ
一
一
頭
白
馬
な
ら
び
に
牛
と
数
百
白
子
牛
を
屯
づ
二
頭
ま
て
白
乳
午
と
数
匹
白
子
豚
を
も
っ
二
頭
白
雌
豚
と
十
四
の
羊

モ
の
他
若
干
の
小
家
禽
等
を
所
有
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
園
家
へ
白
納
入
と
飼
料
フ
ォ
ン

F
、
老
人
・
貧
困
家
庭
・
託
児
所
・
幼
稚
園

等
白
た
め
の
援
助
7
才
ン
ド
(
全
牧
入
の
一
弱
ま
で
)
、
お
よ
び
介
割
出
来
ぬ
共
同
フ
ォ

Y

F

(
牧
入
D
六
形
ま
で
〉
主
取
り
除
H
℃

後
、
残
る
純
牧
入
の
う
ち
二

O
M舟
(
現
金
と
現
物
)
は
提
供
さ
れ
た
土
地
の
質
と
量
に
際
じ
て
、
他
は
(
純
牧
入
山
八

O
M
)
年
聞
の

ド
イ
ツ
民
主
共
和
園
に
担
け
る
経
済
蛍
展

第
七
十
王
巻

O 

第
四
器

O 



ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
拘
け
る
紹
捧
賞
展

第
七
十
五
巻

O 
回

第
四
漉

O 
四

勢
働
日
教
に
従
づ
て
組
合
員
た
ち
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
分
配
さ
れ
る
。

下
イ
?
民
主
共
和
園
に
あ
い
て
は
、
農
業
生
産
協
同
組
合
の
教
は
一
九
豆
一
一
年
の
七
月
頃
に
五
十
九
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
五
=
一
年

の
一
月
頃
に
は
千
三
百
三
十
五
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
ご
高
二
千
百
七
十
四
人
の
組
合
員
と
一
一
再
三
千
七
百
四
十
セ
の
経
営
を

統
一
し
て
い
て
、
そ
し
て
十
一
高
四
千
九
ク
タ
ー
ル
の
面
積
の
土
地
を
耕
作
し
て
い
た
。
さ
b
に
己
の
年
の
終
り
頃
に
は
こ
の
教
は
ず

て
に
四
千
八
百
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
十
三
高
七
千
六
百
名
の
組
合
員
を
擁
L
、
そ
し
て
七
十
三
高
九
千
九
グ
グ
l
ル
以
上
の

土
地
、
つ
ま
り
全
土
地
酒
積
の
ほ
ほ
一
一
二
%
を
耕
作
し
て
い
た
。
ド
イ
w
ノ
民
主
共
和
闘
て
は
第
一
の
型
態
の
農
業
生
産
協
同
組
合
が
も

っ
と
も
基
本
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
農
業
年
産
協
同
組
合
の
敷
の
こ
の
よ
う
在
増
加
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の

も
づ
と
も
低
い
型
態
か

b
よ
り
高
い
型
態
へ
の
登
展
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
豆
三
年

ωは
じ
め
ご
ろ
に
は

第
-
の
型
態
白
農
業
生
産
協
同
組
合
が
金
協
同
組
合
の
約
九
O
%
、
第
二
の
型
態
日
そ
れ
は
四
%
、
モ
し
て
第
=
た
り
そ
れ
は
六
M
P
、
と

い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
た
、
が
こ
の
年
の
終
り
頃
に
は
第
三
白
型
態
の
農
業
生
産
協
同
組
合
は
す
で
に
み
一
協
同
組
合
の
四
一
必
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
民
主
共
和
閣
に
ゐ
け
る
操
業
白
一
位
曾
主
義
的
集
固
化
に
ha
い

τと
く
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
は
、
い
う
ま
ゼ
も
な

く
人
民
所
有
農
場
と

M
T
S
て
あ
る
。
農
業
に
治
け
る
己
れ
b
の
祉
曾
主
義
的
セ
グ
グ
I
は
中
・
小
経
皆
の
個
人
農
民
に
封
し
て
、
大

規
模
の
集
園
長
場
白
優
越
性
空
事
買
を
も
っ

τ詮
明
し
、
そ
し
て
完
全
な
自
裂
性
心
基
礎
の
土
て
、
彼
b
が
農
業
生
産
協
同
組
合
に
加

入
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
助
け
て
阿
る
白
て
あ
る
。
農
業
の
枇
舎
主
義
化
と
い
う
見
地
に
立
つ
℃
、

F
イ
ツ
民
主
共
和
園
政
府
と
ド
イ

y
統
一
一
位
曾
識
は
M
T
S
の
強
化
と
褒
展
に
と
く
に
大
き
左
注
意
を
挽
つ

τい
る
。
た
と
え
ば
M
T
S
は
豆
ク
年
計
輩
に
治
い
て
五
ご

四
か

b
七
五
O
に
増
加
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
ド
イ
ツ
民
主
共
和
園
て
は
、
約
六
O
O
の

M
T
S
が
あ
っ
て
、
モ
れ
b
は
先
進
的
危



農
業
技
術
を
も
っ
て
、
現
存
の
生
産
協
同
組
合
の
一
唐
山
稜
展
の
た
め
ピ
努
力
し
て
い
る
。
古
ら
に
、
そ
れ
ら
は
「
中
・
小
農
民
に
と

っ
て
、
も
早
h
T
失
う
こ
と
の
出
来
な
い
友
」
と
な
ワ
て
い
る
し
、
ま
た
「
多
く
の
農
村
て
は
M
T
S
の
文
化
白
家
は
、
祉
曾
的
生
活
の

中
心
と
た
づ
て
い

V
」
の
で
あ
る
。
と
の
隠
か
に
、

F
イ
?
民
主
共
和
閣
の
農
村
て
は
、
古

b
に
『
ミ
チ
ュ

l
リ
ン
・
サ
ー
ク
ル
』
モ

の
他
多
く
の
農
民
た
ち
白
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
て
、
そ
己
て
波
ら
は
科
事
的
た
農
業
方
法
を
聞
学
ん
だ
り
、
ま
た
互
い
に
自
分
た
ち
白
豊
富
な

経
験
を
交
換
し
た
り
し
て
、
へ

F
グ
l
ル
営
り
の
収
穫
量
を
た
え
ず
高
め
る
た
め
に
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

下
イ

y
民
主
共
和
閣
で
は
へ
グ
グ

l
ル
嘗
り
の
牧
純
量
は
芳
賀
に
増
加
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
穀
物
の
政
穫
量
は
一
九
三
四
年
|

l
一一一

一
九
五
四
年
度
の
園
民
経
済
計
査
に
よ
る
と
、
同
年
の
農
業
生
産
高

六
年
の
ご

O
六
0
キ
ロ
・
グ
ラ
ム
か
ら
一
九
五
一
二
年
の
ご
三
三

0
キ
ロ
・
グ
ラ
ム
に
ま
て
増
加
し
た
。

は
八
・
二
%
白
増
加
と
環
定
さ
れ

τ
い
る
。
さ
ら
に
来
る
べ
き
数
年
間

に
治
い
て
、
牧
穫
量
を
よ
り
い
っ
そ
う
高
め
る
た
め
に
燐
酸
肥
料
キ
硝

陵
Y
1
グ
等
白
生
産
の
増
加
が
要
求
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
家
畜
が
肉

ミ
ル
夕
、
開
肪
等
に
封
ナ
る
F
イ
y
民
主
共
和
園
の
位
民
の
要
求
宮
、

園
内
の
生
産
だ
け
で
究
会
に
み
た
し
う
る
程
度
に
ま
て
高
め
ら
れ
る
ベ

き
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
的
て
家
畜
の
た
め
の
飼
料
基
地

の
い
っ
そ
う
の
披
充
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
て
あ
る
。

(4) 

M
T
S
に
よ
る
種
々
の
農
業
第
働
白
へ
グ
グ
I
ル
賞

p
の
賃
料

を
見
る
と
つ
ぎ
の
衰
の
如
く
で
あ
る
ω

質
陣
に
此
賃
料
は
と
れ

ド
イ
W
J

民
主
共
和
図
に
お
け
る
経
済
投
民
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V

イ
ツ
民
主
共
和
固
に
お
け
る
艦
済
褒
民

事
七
十
五
巻

O 
~ ノ、

第
四
披

一O
六

よ
り
も
高
〈
ワ
〈
ょ
う
で
あ
る
が
、
園
家
U
F

由
要
な
補
助
金
(
大

租
借
り
農
民
に
封
し
で
も
)
E
奥
え
て
い
る
。
さ
て
こ
り
表
で
明

ら
か
な
よ
う
に
、

M
T
n
h
の
賃
料
が
農
業
生
産
協
伺
組
合
(
F
M
V

。
)
と
中
・
小
紹
管
の
農
民
に
と
ワ
て
有
利
に
、
定
め
ら
れ
て
い

る
ー
と
い
う
と
と
が
わ
か
る

Q

国
げ
臼
wA民
間

同

同

日

w
-一戸

ω

信)

四

闘
家
財
政
そ
の
他

以
上
見
て
き
た
ド
イ

y
民
主
共
和
園
白
工
業
と
農
業
白
雨
部
面
に
お
け
る
生
産
白
た
え
ざ
る
稜
展
と
己
れ

b
の
雨
郁
面
に
お
け
る
世

舎
主
義
化
白
荒
賀
な
進
展
と
は
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
園
政
府
と
F
イ
ツ
統
一
位
舎
内
晶
の
正
し
い
政
策
の
も
と
に
示
さ
れ
た

F
イ
ツ
勤
努

人
民
の
献
身
的
左
労
働
白
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
雨
部
面
て
白
斯
様
な
諸
成
果
は

F
イ
ア
民
主
共
和
園
白
園
家
財

政
、
遁
貨
、
勤
弊
人
民
白
欣
態
身
上
び
モ
白
他
の
諸
領
域
k
b
w
f
も
ま
た
営
然
に
反
映
さ
れ
ざ
る
を
え
た
い
。

仙
の
多
く
D
基
本
的
な
生
産
諸
手
段
と
同
じ
よ
う
に
、

F
イ
ツ
民
主
共
和
園
の
主
要
な
金
融
諸
制
度
が
全
人
良
心
所
有
に
蹄
し
た
こ

と
は
園
民
経
済
の
計
量
的
か
っ
均
衡
的
な
裂
展
を
可
能
に
し
亡
い
る
し
、
金
融
制
度
は

F
イ
ツ
民
主
共
和
園
て
は
枇
曾
主
義
D
諸
基
礎

を
つ
く
り
出
す
た
め
の
最
も
重
要
な
手
段
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
モ
れ
は
園
民
経
済
計
重
を
成
功
的
に
遂
行

さ
す
た
め
に

F
イ
ツ
民
主
共
和
園
政
府
と

F
イ
γ
統
一
世
曾
葉
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
す
べ
て
白
経
済
的
諸
鹿
置

κと
っ
て
の
重
要
な
経

済
的
テ
コ
と
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ナ
べ
て
の
金
融
諸
制
度
に
沿
い
下
印
心
的
た
地
位
を
し
め
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も

、
、
、
、

た
く
園
家
財
政
で
あ
る
。

F
イ
y
民
主
共
和
闘
の
閣
家
財
政
の
重
要
友
一
部
は
す
べ
て
の
金
融
諸
制
度
を
遁
じ
て
、
諸
企
業
ー
と
り
わ

け
人
民
所
有
諸
企
業
に
投
資
さ
れ
る
し
、
ま
た
長
・
短
期
の
ク
V
J
ア

f

ッ
!
の
形
ゼ
許
興
さ
れ
る
。
だ
か

L
園
民
経
済
の
た
え
ざ
る

登
畏
は
園
家
財
政
D
増
大
を
要
求
「
る
し
、
主
党
逆
に
園
家
財
政
白
年
々
の
増
大
と
そ
白
黒
字
額
由
蓄
積
と
は
園
民
経
済
の
よ
り
い
っ



〔百高マルク)

1収入|支出|残額

l山計一| …l山 1.17

明日-12Jl31目貫額 15.捌 8凶蜘51 328.3 

一言l一一117.527.71
104.8 

1月1日-J2Jl川賞額ね10叫 401.4 

各地方自治世を加う 64.7 

一間定額l-|山部O 729.5 

l月1日ー12月31日長額制臼 71町田41 日96.3… 一 「一3担制叫2剖山4岨91.3口 刊 …3出山…1.7 7o4.7 

1月1日間山賓額

l- 920.2 

1月1目ー12月日1

“S比aa匂haushalt，"s. 8. 

本 1951年以降は邪所属の方地方自治檀と批曾

保障を合む。

備本文ですでにのべたように， 1953年度目

図家の重量定重量更がなされた。

モ
う
D
護
展
を
可
能
た
ら
し
め
て

H
る
。
わ
れ
わ
れ

は
第
七
表
に
よ
っ
て

F
イ
ケ
民
主
共
和
園
。
園
家
財

政
の
健
全
た
護
展
主
知
る
己
と
が
出
来
ょ
う
。
し
か

も
園
家
財
政
の
こ
の
よ
う
な
増
大
に
も
拘
ら
ず
、
ド

イ
ツ
民
主
共
和
閣
て
は
勢
働
者
、
事
務
員
な
ら
び
に

勤
務
農
民
に
封
ナ
る
課
税
率
は
た
え
ず
引
下
げ
b
れ

て
い
る
。
が
己
の
こ
と
は
F
イ
y
民
主
共
和
園
て
は
、

右
に
の
守
へ
た
事
情
と
た
ん
ら
白
矛
盾
も
悲
し
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
白
て
あ
る
。
国
民
経
済
の
諸
領
域
|

と
り
わ
け
工
業
部
面
ー
に
お
け
る
人
民
所
有
企
業
の

生
産
の
比
重
増
加
は
営
然
岡
家
財
政
牧
入
中
に
し
め
る
そ
の
割
合
も
ま
た
増
大
し
℃
己
ざ
る

財政牧支目玉聖展

(事7表〉
を
え
在
い
て
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
上
に
掲
げ
た
表
(
第
八
表
)
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

園
家
財
政
牧
入
中
に
占
め
る
人
民
所
有
諸
企
業
の
割
合
は
、
一
九
四
九
年
に
は
た
ワ
た
コ
ジ
舟

に
も
充
た
な
い
般
態
で
あ
っ
た
の
が
、
モ
の
後
年
々
増
加
の
一
叫
迭
を
た
ど
っ
て
み
Z
h
ツ
(
と

D

わ
け
宜
ケ
年
計
霊
中
に
お
け
る
そ
白
増
加
は
著
し
い
〉
、
一
九
五
三
年
に
は
二
回
・
四
o
v
p

と
ι
な
っ
た
。
だ
が
そ
の
際
こ
白
ょ
う
た
増
加
と
相
並
ん
で
、
人
民
所
有
諸
企
業
て
は
毎
品
巨

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
お
け
る
経
済
務
民

事
七
十
四
巻

(第8表)
財政牧入申に Lめる

人民所有企業の割合

。
七

年次| % 

1949年 2.90 

19田年 | 9.58 

聞年 | 12.97 

15'20 

24.40 

Eb田 das. 7 

第
四
盟

O 
七



ド
イ
ツ
民
主
共
和
園
に
お
け
る
経
済
援
民

〈串 9衰)

機能中白紙幣 4145 4145 4102 4100 4口94 4091 

錨 貨 23 25 67 69 75 78 

4168 4170 4169 41日9 41G9 4169 
このちも Fイツ謹告担行
の金庫の中にあるもり 764 627 690 704 730 594 

3404 3543 3479 8465 84日9 357.5 
その他の信用取引財園の
金庫田中にあるもの 204 255 116 134 86 71 

か〈て住民，諸企調業Lyて諾
組職において流 3200 8288 3862 8331 3353 3504 るも 6つ

ドイツ民主共和闘における遁貨流通量

1949年 1949年 195口年 1951年 1952年 1953年
9.30 12.31 12.31 12.31 12.31 7.31 (百寓マルグ〕

事
七
十
四
巻

第
四
銃

O 
F又

一一
一
O
八

大
な
『
内
部
蓄
積
』

R

よ
自
由

E
F
E
Eピ
E
E
3
が
治
己
主
わ
れ

τ
い

る
と
い
う
こ
と
を
も
芳
慮
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
の
図

家
財
政
D
健
全
怠
護
展
(
こ
と
に
そ
の
黒
字
額
の
年
々
白
集
積
)
は
F

イ
ツ
民
主
共
和
圏
三
通
貨

l
マ
ル
ク
の
安
定
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

℃
hv
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ド
イ
ツ
民
主
共
和
閣
で
は
一
九
四
八
年
に
通
貨
改
革
が
賢
施
さ
れ
た
。

こ
白
改
革
に
よ
っ
℃
、

F
イ
ツ
民
主
共
和
園
て
は
通
貨
心
安
定
が
も
た

b
さ
れ
た
し
、
ま
た
他
方
園
民
経
済
の
た
え
ざ
る
登
展
は
こ
戸
安
定
を

さ
ら
に
維
持
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
ず
イ
ケ
措
置
雰
銀
行

t
u
g
g
n
r
o

一
九
四
九
年
十
二
月
三

z
c
g
F
P
H
R
.
の
報
告
に
よ
る
と
(
第
九
表
)
、

一
日
に
お
け
る
ド
イ
ツ
民
主
共
和
園
む
通
貨
流
遁
主
は
三
十
一
一
億
八
千

八
百
高
マ
ル
ク
て
あ
っ
亡
、
そ
れ
は
一
九
五
三
年
白
上
半
期
ご
ろ
ま
で

Ehenda s. 8 

の
聞
は
た
い
し
て
目
立
っ
た
費
動
士
示
し
て
い
な
い
。
だ
が
す
で
に
の

ベ
た
『
新
ヨ

l
ス
』
の
採
用
に
よ
る
園
家
強
算
の
慶
更
と
そ
の
他
重
要

な
経
済
政
策
上
の
諸
費
更
と
に
よ
っ
て
、
同
年
の
下
半
期
に
は
遁
貨
流

逼
孟
は
著
し
く
増
加
し
℃
い
る
。
た
と
え
ば
同
年
白
十
ご
月
三
十
一
日

に
は
そ
f

れ
は
一
ニ
十
七
億
四
千
七
百
高
マ
ル
ク
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。



通
貨
流
通
量
自
己
白
よ
う
な
増
加
は
、

F
イ
y
民
主
共
和
園
白
勤
邦
人
民
の
生
活
水
準
を
す
み
や
か
に
改
善
さ
す
と
い
う
ド
イ
ツ
民
主

共
和
園
政
府
と

F
イ
ケ
統
一
世
舎
議
の
正
し
い
政
策
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
づ
て
、
園
内
の
一
般
的
な
物
侵
水
準
に
は
左
ん
ら
の
影
響

も
興
え
亡
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
反
謝
に
F
イ
ッ
民
主
共
和
圏
に
治
い
て
は
、
一
九
四
八
年
以
降
十
六
回
に
わ
た
る
物
債
白
引

下
げ
が
行
わ
れ
た
(
第
十
六
回
目
の
引
下
げ
は
今
年
の
九
月
に
お
己
た
わ
れ
た
)
。

た
と
え
ば
一
九
四
八
缶
白
か
ら

J

一
九
五
=
一
年
ま
て
の

間
に
園
管
自
由
商
業
R
出

E
E
Z
r
o
国
自
《
r
r。
品
百
戸
N
E
Sロ
ョ
の
物
債
は
マ
ー
ガ
リ
ン
て
九
五
%
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
て
七
九
形
、
動
物
脂

肪
ゼ
は
八
五
弱
、
男
服
て
七
一
一
一
形
、
自
縛
車
て
七
一
%
、
腕
時
計
ざ
は
七

O
Mと
そ
れ
ぞ
れ
引
下
げ
ら
れ
た
。
か
く
し
て
五
ヶ
年
計
重

が
一
九
五
五
年
に
お
い
亡
小
買
物
債
を
一
九
五

O
年
に
比
ベ
て
二
八
必
が
た
引
下
げ
る
己
と
を
致
定
し
て
い
た
の
に
、

一
九
主
三
年
に

h
d
h
v

て
す
で
に
こ
白
数
字
は
蓮
せ
b
れ
た
。
己
の
結
果
と
し
て
、

一
九
五

O
年
か
ら
一
九
五
三
年
ま
で
白
あ
い
だ
に
小
賀
商
品
取
引
額

は
約
十
億
マ
ル
ク
、
す
な
わ
ち
五
九
%
増
加
し
た
し
、

一
九
五
=
一
年
に
は
一
九
五
宜
年
心
強
定
商
品
取
引
綿
額
(
二
百
七
十
億
マ
ル
ク
)

を
す
で
に
四
億
マ
戸
タ
も
上
回
っ
た
。
か
く
し
て
、
第
十
六
回
F
イ
ツ
統
一
祉
倉
紫
中
央
委
員
舎
は
、
現
在
部
分
的
に
な
ゐ
高
い
物
債

を
践
し

τ、
『
旦
一
の
物
債
水
車
』

J
円

5
F
E昨
日
同
島
市

5
8
5
E
3
を
う
ち
た
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
九
五
四
年
度
中
に
阻
給
制
度
を

完
全
に
撤
陵
す
る
こ
と
主
決
定
し
て
い
る
o

こ
の
た
め
白
保
詮
は
・
卸
・
小
賀
商
業
に
お
け
る
一
世
舎
主
義
的
セ
グ
グ

1
白
占
め
る
割
合

白
増
加
て
あ
る
。
卸
責
商
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
五
=
一
年
に
は
園
轡
部
門
の
占
め
る
割
合
は
九
二
・
一

μ、
協
同
組
合
の
そ
れ
は

一
一
・
四
ガ
と
な
っ
て
治
り
、
ま
た
小
賀
商
業
取
引
高
に
お
い
て
園
皆
殺
ら
び
に
協
同
組
合
の
占
ゆ
る
割
合
は
じ
八
九
%
と
な
っ
τ
H
る。

F
イ
ツ
民
主
共
和
図
て
は
、
一
般
消
費
物
債
の
斯
様
な
引
下
げ
と
併
行
し
℃
勢
働
者
白
賃
金
が
た
え
ず
系
統
的
に
高
め

b
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
五
ヶ
年
計
重
て
は
一
九
五
三
年
ま
で
に
傍
働
者
の
賃
金
は
一

O
九
・
九
が
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
り
が
、
質
際
の
同
年
D
平

均
賃
金
は
一
九
五

O
年
に
比
べ
て
一
一
一
四
・
四
必
に
上
昇
し
て
H
る
。
人
民
所
有
工
業
に
掃
け
る
勢
働
者
の
月
平
均
賃
金
の
上
昇
率
を

ド
イ
ツ
民
主
共
和
固
に
お
け
る
経
済
殻
民

第
七
十
五
巻

O 
F、

第
四
批

O 
九



ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
お
吋
る
経
済
設
民

(第10表〉

人民所有工業における努
働者の且平均賃金目上昇

年次|マルク| % 

1何時| 1口。

凶年| 295 I 113 

1町2年| 120 

l明年| 間| 129 

“wirrtschaftswissenschaft ，. 

No4， 1954~ s. 388 

第
七
十
五
巻

O 
ブL

第
四
世

。

見
る
と
、
第
十
表
に
沿
い
て
一
罰
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
九
五
三
年
に
は
一
九
五

O
年

に
比
ベ
て
二
九
%
臼
上
昇
率
を
示
し
て
い
る
。
他
方
こ
の
間
に
勢
働
の
生
産
性
は
四
三

ガ
が
た
高
ま
っ
て
い
る
。
吉

b
に
雇
用
計
壷
て
は
そ
れ
ぞ
れ
前
年
に
比
し
て
、

一
九
五
二
年
に
は

J
O
主
形
、
そ
し
て
一
九
主
三
年
比
は
一

O

一
九
五

一
年
に
は
一

O
八
ガ
、

七
%
と
品
直
行
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
一
九
五
四
年
度
に
あ
げ
る
雇
用
計
童
は
前
年
度
に

比
し
一

O
五
必
が
た
遂
行
さ
れ
る
己
と
が
抽
出
定
さ
れ

τ
い
る
。

ま
た
他
方
に
お
い
て
、

F
イ
ツ
勤
持
農
民
白
欣
態
も
著
し
く
改
善
さ
れ
て
い
る
。
大
巾
な
物
侵
D
引
下
げ
は
工
業
製
品
に
劃
す
る
農

さ
せ
た
。

民
白
支
出
を
太
い
に
減
少
さ
せ
た
し
、
モ
の
他
に
、
農
民
た
ち
の
義
務
納
入
ノ
ル
マ
の
引
下
げ
は
彼
b
の
牧
入
を
約
十
億
マ
ル
ク
増
加

己
れ
b
D
結
果
、

F
イ
ケ
民
主
共
和
閣
に
お
い
て
は
園
民
所
得
は
た
え
ず
増
大
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
九
四
六
年
を
一

O
O
と
す

る
と
、
園
民
所
得
は
一
九
四
七
年
に
は
一
一
一
四
・
九
、

九
五

O
年
に
は
こ

O
六
・
一
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
し
、

し
、
一
六
d
p
が
た
増
加
す
る
は
ず
て
あ
る
。
五
ヶ
年
計
重
て
は
園
民
所
得
は
一
九
五
五
年
に
お
い
て
四
百
九
十
億
T

ル
グ
と
、
つ
士
り

一
九
五

O
年
陀
比
ペ
て
六

O
Mの
増
加
と
致
定
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
ド
イ
ツ
民
主
共
和
園
白
住
民
の
購
買
力
は
大
い
に
高
ま
っ
た
。

一
九
四
八
年
に
は
一
五
一
・
一
、

一
九
四
九
年
に
は
一
七
二
・
三
、
そ
し
て
一

一
九
五
三
年
に
は
佳
民
白
自
由
に
さ
れ
る
園
民
所
得
部
分
は
前
年
に
比

た
と
え
ば
一
九
五
一
二
年
に
は
仕
民
の
購
買
力
は
一
九
五

O
年
に
比
べ
て
八
七
必
も
増
大
し
た
し
、
他
方
己
の
聞
に
各
家
庭
の
生
活
水
準

は一一

δ
払
も
上
昇
し
た
。

さ
ら
に
第
一
次
五
ヶ
年
計
壷
D
数
年
聞
に
教
育
・
科
塵
・
文
佑
モ
D
他
社
曾
保
障
等
の
諸
領
域
に
ゐ
い
て
も
亦
顕
著
な
登
展
が
見
b
れ



た
U(1) 

切符制債格 HOj買椅
(マルク)

ノマタ 戸 (kg賞百) .. .4.20 20.00 

マ ー ガ リ シ I! ......2.30 5全日i7.00

ベ】コン "......2.65 "14.40 

砂糖"・ .1.12 2.80/3.00 

牛 肉 "•••• "3.30 10.80 
豚向"..•.. -3.00 11.20 

腸詰(標準) /f .. ... -4.叩 14.00 

ミルク(~ッタ【賞 V) 0.28/0.32 1.印

卵 ( ]個常リ) ......0.]8/0.15 0.35/04.5 

い
ま
、
切
特
制
に
よ
る
債

椅
と
悶
瞥
自
由
商
業
(
出

。
)
債
格
と
を
比
較
し
て

見
る
と
つ
ぎ
の
表
四
如
く

で
あ
る
。

E
M
u
-
F
P
四百
N
U
G

k
p
ロ
丹
羽
。
ユ
日
戸
ョ

F

∞∞

乙
乙
に
参
考
玄
で
に
一
見

習
坑
夫
(
二
人
円
子
供
を

も
っ
一
家
の
主
人
)
り
『
家

計
』
哀
を
か
か
げ
て
お
と

う
。
彼
は
毎
月
正
時
王
じ

0
マ
ル
ク
得
て
い
る
。
と

れ
は
本
文
の
第
十
表
に
お
い
で
一
目
さ
れ
て
い
る
月
平
均
賃
金
に
比

べ
て
相
賞
な
高
額
だ
。
し
か
し
こ
の
『
家
計
』
表
は
ド
イ
ツ
の
第

働
者
自
生
活
扶
態
全
知
る
よ
で
一
躍
。
参
考
に
は
な
る
で
あ

b
ぅ。

さ
て
と
と
で
は
、
ヲ
ぎ
の
と
唱
と
が
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
|
|
す

な
わ
ち
ζ

の
表
で
罰
さ
れ
て
い
る
物
閣
は
最
近
の
物
債
引
下
げ

(
今
年
四
九
月
)
以
前
の
も
の
で
あ
ワ
て
、
他
方
鍔
働
者
の
平
均

(2) 

生活費料(配給)

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
お
け
る
経
済
護
展

O ニ今質
マ%年金
ル も の は

ク上第今
を昇三年
も L • ~亡
って回入
ていヰヮ
Eたる期て
の)にか
よ主は b
うい宵tさ

r う年 b
支と同に
出と期上
す o K 昇
るそ比 L
。 乙 ベ て

でてい
彼そる
はれ(

こはた
の -~ 

五 O ぇ
七・ば

彼の家旋は切符で下の諸商品E買う

(マルク)

15.75 

0.00 

1.31 

5.40 

3.83 

6.22 

6.88 

7.80 

47.85 

仙にヨたりような切符なt.."-'食料品を買う

30恒のパン(混合パ"1.5kg)・I ・・・・ 21.60
30kg馬鈴薯・ 円 3.30 

3kg/J、審掛・・・・・・・・ 'ーー 3.84
4グラス由ジャム........................ 4.60 

果物，野菜，滋養抽 40.00 

73.34 

-・ 3~75m:g

O.SOO " 

0.450 " 
2.000 I! 

1.580 " 
1.5'日H

6.2Cコ"
3口9ツダー

ノマター

?ーカ" 9ン

ベーヨン

豚 肉ー

牛 肉ー…

腸詰品

砂 結・・・
ミルク

第
七
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五
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ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
お
付
る
融
持
設
展

そり他に図瞥自由商業 (HO)で下の諮問品

を買う (マルク)

1 k~ (f)ノマタ同 .............…...... 20.00 

1 kgの歩ラ r泊 ー 12.20 
1 kgのマ d ガj"Y :-' ...........，.....・H ・… 6.00 

0.5kg白脂肪白ない肱向。腸詰 6.75
O.5kg甲車車騒詰ー ............... 6.00 

1 kgv'"、ム・ー .........，... 町.........20.30 

さちに試のも田を~"う

600本町タバコ....・ ー… ・48.日D

9キュー謂と甘味…………H ….. 18.口D

8室住宅自家賃(古建)・・ ー 25.00 
燈火料.................. ・・ 4.70 

ラデォ，新聞，分強金 ー 14.05 

181.00 

第
七
十
五
愈

第
四
盟

= 

同ー ...............302.12マルク

額 ，.......・…・ ..'267.81マルク

Ellcr占as. 89 

支車軍

残

最
後
に
簡
単
に

F
イ
ツ
民
主
共
和
園
の
外
園
貿
易
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
工
う
。

「
第
二
次
世
界
戦
争
と
そ
の
経
済
的
諸
締
果
と
の
も
っ
と
も
重
要
な
経
済
的
障
結
」
と
み
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
と
己
ろ
の
「
単
一
の
、

す
べ
て
を
包
括
す
る
世
界
市
場
の
腕
壊
」
と
「
お
な
じ
く
相
樹
立
す
る
二
つ
む
平
行
し
た
世
界
市
場
」
白
形
成
は
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和

閣
の
調
外
的
な
経
済
的
諸
関
係
を
主
と
し
て
位
舎
主
義
お
よ
び
人
民
民
主
主
義
の
諸
閣
に
結
び
つ
け
た
。
し
か
し
右
が
b
、
こ
の
こ
と

は
己
の
図
と
他
の
西
欧
諸
図
と
の
正
常
在
貿
易
関
係
の
強
展
を
け
っ
し
て
否
定
す
る
も
り
で
は
な
い
。
む
し
ろ
最
涯
で
は
こ
れ
ま
で
西

欧
諸
闘
が
つ
く
り
出
し
た
障
壁
は
う
ち
破
b
れ
は
じ
め
て
さ
え
い
る
(
た
と
え
ば
西
ド
イ
ツ
と
の
貿
易
額
は
一
九
五
四
年
目
第
二
・
四

A
T
期
に
は
前
年
同
期
に
比
べ
て
三
倍
以
上
に
も
増
加
し
て
い
る
)
。



h
ま
ド
イ
ツ
民
主
共
和
薗
心
外
圏
貿
易
の
愛
民
営
見
る
と
、
一
九
四
七
年
士
一

O
O
と
し
℃
一
九
豆
二
年
に
は
モ
れ
は
一
七
七

O
と

な
っ

τwる
。
さ
ら
に
一
九
五
=
一
年
に
は
そ
れ
は
前
年
に
比
ベ
て
コ
一

C
M白
増
加
を
示
し
て
い
る
。
一
九
五
一
年
D
中
頃
に
、

F
イ
y

民
主
宍
和
園
白
外
園
貿
易
中
に
占
め
る

y
同
盟
と
そ
の
他
の
人
民
民
主
主
義
諸
圏
白
割
合
は
八

0
・
五
ガ
で
あ
っ
た
。
己
の
年
の
九
月

二
十
七
日
に
は
モ
ス
グ
ソ
ゼ
ド
イ
ツ
民
主
共
和
園
と
ソ
同
盟
と
の
聞
に
相
互
的
な
商
品
供
給
に
か
ん
す
る
長
期
的
な
協
定
が
調
印
さ
れ

た
。
と
白
協
定
は
一
九
五
一
一
年
か

b
一
九
宜
ゴ
一
年
白
期
間
中
に
ド
イ
ツ
民
主
共
和
園
と
ソ
同
盟
と
の
問
白
商
品
交
換
が
著
し
く
増
加
す

る
で
あ
ろ
う
己
と
を
見
込
ん
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
他
方
に
沿
い
て
は
こ
れ
ら
の
雨
園
間
の
科
事
・
技
術
協
力
に
か
ん
す
る
協
定
も

ま
た
調
印
さ
れ
た
の
さ

b
に
人
民
民
主
主
義
諸
圏
、
と
り
わ
け
ポ
ラ
ン
ド
、
チ
ヰ
コ
ス
ロ
グ
ァ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ

p
!
と
の
問
の
経
済

的
協
力
な

b
ぴ
に
信
用
供
奥
に
か
ん
す
る
諸
協
定
が
調
印
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
ド
イ
ツ
民
主
共
和
図
と
祉
舎
主
義
語
よ
ぴ
人
民
民

主
主
義
諸
園
と
の
聞
の
商
品
取
引
は
一
九
五

O
年
主
一

O
O
と
す
る
と

一
九
五
一
年
に
は
一
豆
七
、

一
九
五
-
一
年
に
は
一
七
四
、
モ

し

τ
一
九
五
=
一
年
に
は
二
一
五
と
そ
れ
ぞ
れ
場
大
し
て
円
る
。
だ
が
そ
の
際
、
中
華
人
馬
共
和
閣
と
の
あ
い
だ
の
貿
易
白
著
し
い
増
加

が
と
く
に
指
摘
さ
る
，
へ
き
で
あ
ろ
う
。

倍)

隈白国戸

引宮出

塁そ E
~ ~: 
gよ
∞里
よ」両。
邦国

書i
青白

オミー

査言
版呂

田自
宅。。
E12 
貧自
傍臣

担
問
、
紙
量
町
制
限
よ
刀
、
い
〈
ワ
か
の
統
計
表
は
省
略
せ
ざ
る
を
得

な
か
ヲ
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
一
言
断
ワ
て
担
〈
。
肯
本
稿
は
一

丸
呈
四
年
度
文
部
省
軒
皐
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

一
九
五
四
年
十
一
月
十
日

ド
イ
ツ
民
主
共
和
闘
に
拘
け
る
組
涛
稜
民

第
七
十
五
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